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(57)【要約】
　セルラ無線ネットワークと、プライベートセル又はプ
ライベートネットワークとの間で移動局のハンドオーバ
を実行するための技術及びシステム。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ無線ネットワークとプライベート無線ネットワークとの間のハンドオーバを処理
する方法において、
　それぞれが前記セルラ無線ネットワークに加入している全てのユーザの下位集合に無線
アクセスを提供する１つ以上のプライベート無線ネットワークであって、前記セルラ無線
ネットワークに加入しており、前記セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービング
されている移動局に承認されている１つ以上のプライベート無線ネットワークへのアクセ
スに関する情報を前記セルラ無線ネットワークに供給するステップと、
　前記セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルと、前記移動局がアクセスを承認
されている前記１つ以上のプライベート無線ネットワークの無線セルとの間のマッピング
情報を取得するように前記セルラ無線ネットワークを動作させるステップと、
　前記セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルから、前記１つ以上のプライベー
ト無線ネットワーク内の選択された無線セルの１つに前記移動局をハンドオーバするため
の候補無線セルとして、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の無線セルを選
択するステップとを有する方法。
【請求項２】
　選択条件を適用して、前記候補無線セルから、前記ハンドオーバのためのターゲット無
線セルとして、１つの無線セルを選択するステップと、
　前記セルラ無線ネットワークから、前記１つの選択されたターゲット無線セルに前記移
動局のハンドオーバを実行するステップとを有する請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記移動局と、前記移動局がアクセス権を有し、及び前記セルラ無線ネットワークのサ
ービング中のセルに隣接している、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の無
線セルとの間の無線リンクの信号品質を測定するステップと、
　前記測定された信号品質を用いて、前記移動局のハンドオーバのための候補無線セルを
選択するステップとを有する請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記移動局と、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の無線セルとの間の無
線リンクの信号品質を表す受信信号強度及び搬送波対干渉雑音比を測定する請求項３記載
の方法。
【請求項５】
　前記セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービングされている前記移動局に承認
されている１つ以上のプライベート無線ネットワークへのアクセスに関する情報は、前記
セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルに隣接する、前記１
つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルのリストを含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記セルラ無線ネットワーク内の前にサービングしていたセルから、前記移動局に現在
サービング中のセルにハンドオーバされる前記移動局について、ハンドオーバコンテキス
ト情報パッケージの一部として、前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサ
ービング中のセルに隣接する、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルの
リストを供給するステップを有する請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルに隣接する前
記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルのリストを、前記セルラ無線ネット
ワークの他のエンティティから取得するように前記サービング中のセルを動作させる請求
項５記載の方法。
【請求項８】
　前記サービング中のセルの基地局にアクセスして、前記セルラ無線ネットワーク内で前
記移動局のためにサービング中のセルに隣接する、前記１つ以上のプライベート無線ネッ
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トワーク内のセルのリストを、前記セルラ無線ネットワークの他のエンティティから取得
するステップを有する請求項５記載の方法。
【請求項９】
　前記サービング中のセルの基地局が、前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のた
めにサービング中のセルに隣接する、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の
セルのリスト内に如何なるエントリも有さない場合、前記セルラ無線ネットワーク内で、
前記リストのために他のエンティティにアクセスするステップを有する請求項８記載の方
法。
【請求項１０】
　前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルに隣接する、
前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルのリストを、前記移動局に保存す
るステップを有する請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルに隣接する、
前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルのリスト内のセルのスキャンを開
始し、前記リスト内のセルとの無線リンクの信号品質を判定するように前記移動局を動作
させるステップを有する請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　前記リスト内のセルとの前記無線リンクの信号品質の測定値を評価し、前記リスト内で
、前記ハンドオーバのためのターゲット無線セルの１つ以上の候補を選択するように前記
移動局を動作させるステップを有する請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記リスト内の、前記ハンドオーバのために選択された１つ以上の候補を、前記セルラ
無線ネットワーク内のサービング中のセルに通信するように前記移動局を動作させるステ
ップを有する請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記移動局にハンドオーバポリシを保存するステップを有する請求項１０記載の方法。
【請求項１５】
　前記セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービングされている前記移動局に承認
されている１つ以上のプライベート無線ネットワークへのアクセスに関する前記移動局内
の情報から独立した、前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての、隣接するセルの
リストを前記セルラ無線ネットワークに供給するステップと、
　前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての前記隣接するセルのリストに基づいて
、前記セルラ無線ネットワーク内の前記サービング中のセルから、前記セルラ無線ネット
ワーク内の他のセルにハンドオーバを実行するステップと、
　前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての前記隣接するセルのリストに依存する
ことなく、前記セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービングされている前記移動
局に承認されている１つ以上のプライベート無線ネットワークへのアクセスに関する前記
移動局内の情報に基づいて、前記セルラ無線ネットワーク内の前記サービング中のセルか
ら、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルへのハンドオーバを実行する
請求項１記載の方法。
【請求項１６】
　加入移動局に無線アクセスを提供する、基地局を有する複数のセルを含むセルラ無線ネ
ットワークであって、前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての隣接するセルのリ
ストを含むセルラ無線ネットワークと、
　前記セルラ無線ネットワーク内の前記加入移動局の下位集合に無線アクセスを提供する
１つ以上のプライベートセルを含むプライベート無線ネットワークと、
　前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルと、前記移動
局がアクセスを承認されている前記プライベート無線ネットワーク内の無線セルとの間の
マッピング情報を取得するメカニズムと、
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　前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての前記隣接するセルのリストに基づいて
、前記セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルから、前記セルラ無線ネットワー
クの他のセルへのハンドオーバを実行する第１のハンドオーバメカニズムと、
　前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての前記隣接するセルのリストに依存する
ことなく、前記セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービングされている前記移動
局に承認されている１つ以上のプライベート無線ネットワークへのアクセスに関する前記
移動局内の情報に基づいて、前記セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルから、
前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルへのハンドオーバを実行する第２
のハンドオーバメカニズムとを備える無線通信システム。
【請求項１７】
　前記セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルから、前記プライベート無線ネッ
トワーク内の選択された無線セルの１つに前記移動局をハンドオーバするための候補無線
セルとして、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の無線セルを選択するメカ
ニズムと、
　選択条件を適用して、前記候補無線セルから、前記ハンドオーバのためのターゲット無
線セルとして、１つの無線セルを選択するメカニズムと、
　前記セルラ無線ネットワークから前記１つの選択されたターゲット無線セルに前記移動
局のハンドオーバを実行するメカニズムとを備える請求項１６記載のシステム。
【請求項１８】
　加入移動局に無線アクセスを提供する、基地局を有する複数のセルを含むセルラ無線ネ
ットワークであって、前記セルラ無線ネットワーク内のセルについての隣接するセルのリ
ストを含むセルラ無線ネットワークと、
　前記セルラ無線ネットワーク内の前記加入移動局の下位集合に無線アクセスを提供する
１つ以上のプライベートセルを含むプライベート無線ネットワークと、
　前記セルラ無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルと、前記移動
局がアクセスを承認されている前記プライベート無線ネットワーク内の無線セルとの間の
マッピング情報を取得するメカニズムと、
　前記セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルから、前記プライベート無線ネッ
トワーク内の選択された無線セルの１つに前記移動局をハンドオーバするための候補無線
セルとして、前記１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の無線セルを選択するメカ
ニズムとを備える無線通信システム。
【請求項１９】
　選択条件を適用して、前記候補無線セルから、前記ハンドオーバのためのターゲット無
線セルとして、１つの無線セルを選択するメカニズムと、
　前記セルラ無線ネットワークから前記１つの選択されたターゲット無線セルに前記移動
局のハンドオーバを実行するメカニズムとを備える請求項１８記載のシステム。
【請求項２０】
　前記セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービングされている前記移動局に承認
されている前記プライベート無線ネットワークへのアクセスに関する情報は、前記セルラ
無線ネットワーク内で前記移動局のためにサービング中のセルに隣接する前記プライベー
ト無線ネットワーク内のセルのリストを含む請求項１９記載のシステム。
【請求項２１】
　前記セルラ無線ネットワークは、マクロセルと、マクロセル内に位置する少なくとも１
つのマイクロセル又はマクロセル内に位置するピコセルとを備える請求項１９記載のシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張及び関連する特許出願
　本出願は、２００７年６月２０日に出願された米国仮出願番号６０／９４５，２０４号
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、発明の名称「Handover from Public Macro-Cell to Private Cell/Network within Sam
e or in Adjacent Coverage Area」の優先権を主張する。この特許文献の開示の全体は、
引用によって本明細書の一部として援用される。
【０００２】
　本発明は、無線通信システム及び技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、電磁波を用いて、固定の又は移動体の無線通信機器、例えば、シ
ステムのカバレッジエリアのセル内に位置している携帯電話機、及び無線通信カードを備
えるラップトップコンピュータと通信を行う。基地局は、空間的に分布され、無線セルに
分割される地理的なサービスエリア内に無線カバレッジを提供する。実際の動作では、基
地局は、基地局が生成するダウンリンク（ＤＬ）無線信号を介して、無線加入者局（subs
criber station：ＳＳ）、例えば、移動局（mobile station：ＭＳ）に情報を送信する。
特定のセルのＭＳは、その特定のセルのためにサービング中の基地局に、アップリンク（
uplink：ＵＬ）無線信号を介して、情報を送信する。基地局は、各セルを異なるセルセク
タに更に分割するために、指向性アンテナを備えていてもよく、この場合、各アンテナが
それぞれ１つのセクタをカバーする。このようなセルのセクタ化によって、通信容量が増
加する。
【０００４】
　幾つかの無線通信ネットワークでは、基地局を多階層構成（multi-tier configuration
）に構成できる。例えば、基地局を、他の基地局の無線セル内に配置し、その無線セルの
小さいセクションに無線カバレッジを提供してもよい。この場合、大きなセルは、その領
域内に、他の基地局が配置されているため、マクロセルと呼び、マクロセル内のより小さ
いセルは、マイクロセルと呼ぶことができる。このマクロセル－マイクロセル構成は、ネ
ットワークの無線カバレッジを拡張でき、無線周波数帯域を広げ、ネットワークの通信容
量を大きくすることができる。１つのマクロセルは、そのマクロセル内の無線カバレッジ
の必要性に応じて、１つ以上のマイクロセルを含むことができる。この階層型の基地局構
成は、更に、それぞれが、マイクロセル内のより小さい領域に無線カバレッジを提供する
ピコセルを含むことができる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、セルラ無線ネットワークと、プライベートセル又はプライベートネットワー
クとの間で移動局のハンドオーバを実行する技術及びシステムを含む。一具体例では、無
線通信システムは、加入移動局に無線アクセスを提供する、基地局を有する複数のセルを
含むセルラ無線ネットワークであって、セルラ無線ネットワーク内のセルについての隣接
するセルのリストを含むセルラ無線ネットワークと、セルラ無線ネットワーク内の加入移
動局の下位集合に無線アクセスを提供する１つ以上のプライベートセルを含むプライベー
ト無線ネットワークと、セルラ無線ネットワーク内で移動局のためにサービング中のセル
と、移動局がアクセスを承認されているプライベート無線ネットワーク内の無線セルとの
間のマッピング情報を取得するメカニズムと、セルラ無線ネットワーク内のサービング中
のセルから、プライベート無線ネットワーク内の選択された無線セルの１つに移動局をハ
ンドオーバするための候補無線セルとして、１つ以上のプライベート無線ネットワーク内
の無線セルを選択するメカニズムとを備える。
【０００６】
　他の具体例では、無線通信システムは、加入移動局に無線アクセスを提供する、基地局
を有する複数のセルを含むセルラ無線ネットワークであって、セルラ無線ネットワーク内
のセルについての隣接するセルのリストを含むセルラ無線ネットワークと、セルラ無線ネ
ットワーク内の加入移動局の下位集合に無線アクセスを提供する１つ以上のプライベート
セルを含むプライベート無線ネットワークと、セルラ無線ネットワーク内で移動局のため
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にサービング中のセルと、移動局がアクセスを承認されているプライベート無線ネットワ
ーク内の無線セルとの間のマッピング情報を取得するメカニズムと、セルラ無線ネットワ
ーク内のセルについての隣接するセルのリストに基づいて、セルラ無線ネットワーク内の
サービング中のセルから、セルラ無線ネットワークの他のセルへのハンドオーバを実行す
る第１のハンドオーバメカニズムと、セルラ無線ネットワーク内のセルについての隣接す
るセルのリストに依存することなく、セルラ無線ネットワーク内のセルによってサービン
グされている移動局に承認されている１つ以上のプライベート無線ネットワークへのアク
セスに関する移動局内の情報に基づいて、セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセ
ルから、１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセルへのハンドオーバを実行する
第２のハンドオーバメカニズムとを備える。
【０００７】
　更に他の具体例において、セルラ無線ネットワークとプライベート無線ネットワークと
の間のハンドオーバを処理する方法は、セルラ無線ネットワークに加入しており、セルラ
無線ネットワーク内のセルによってサービングされている移動局に承認されている１つ以
上のプライベート無線ネットワークへのアクセスに関する情報をセルラ無線ネットワーク
に供給するステップを有する。１つ以上のプライベート無線ネットワークのそれぞれは、
セルラ無線ネットワークに加入している全てのユーザの下位集合に無線アクセスを提供す
る。この方法は、更に、セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルと、移動局がア
クセスを承認されている１つ以上のプライベート無線ネットワークの無線セルとの間のマ
ッピング情報を取得するようにセルラ無線ネットワークを動作させるステップと、セルラ
無線ネットワーク内のサービング中のセルから、１つ以上のプライベート無線ネットワー
ク内の選択された無線セルの１つに移動局をハンドオーバするための候補無線セルとして
、１つ以上のプライベート無線ネットワーク内の無線セルを選択するステップとを有する
。
【０００８】
　これらの及びこの他の具体例及び特徴は、添付の部面、詳細な説明及び特許請求の範囲
に詳細に開示されている
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】無線ネットワーク展開シナリオにおける階層的セルの具体例を示す図である。
【図２】マクロセルからプライベートセルへのハンドオーバのための動作の具体例を示す
フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　一般公衆に移動通信サービスを提供する公衆無線ネットワークから独立した、様々なプ
ライベート無線ネットワークが普及しつつある。このようなプライベートネットワークは
、住居、１又は複数のオフィス、及び企業又は大学の構内等の選択されたサービスエリア
をカバーする無線セルを提供し、公衆無線ネットワークと連携して、無線サービスを提供
できる。公衆ネットワーク及びプライベートネットワークのこの組合せを用いて、ユーザ
が移動しながら通信を維持することを望むエリア内のユーザに高品質の移動環境を提供す
ることができる。マクロセルラネットワーク及びプライベート無線ネットワークの両方を
使用するユーザに途切れのない通信を提供するためには、マクロセルラネットワークと、
プライベートネットワークのより小さい、局所的なセルとの間のハンドオーバが必要であ
る。これらの種類のハンドオーバのために検討する必要がある無線カバレッジの組織化は
、従来の無線ネットワークとは異なることがある。この場合、主に隣接するエリアへの無
線カバレッジを提供するために組織化されるセルの代わりに、マクロセルのカバレッジエ
リア内に、多くのより小さいセルが潜在的にある。更に、より小さい下位のセル（underl
ying cell）又はネットワークへのアクセスは、通常、マクロセルラネットワークのユー
ザのより小さい下位集合に制限される。
【００１１】
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　以下に説明する具体例では、セルは、移動局が無線カバレッジエリアに移動して入って
きたときに、通信の継続性を維持するためにハンドオーバを必要とすることがある無線カ
バレッジエリアを表す。例えば、セルは、現実世界の展開におけるオムニセル（omni-cel
l）又はセクタ化されたセルのセクタを含むことができ、セルによる動作及び処理は、そ
のセルに関連する基地局によって実行される。マクロセルは、無線ネットワークのユーザ
の全体の母集団がアクセスする権利及び特権を有する無線ネットワーク内のセルである。
以下の具体例におけるプライベートセル又はプライベートネットワークは、選択されたユ
ーザだけにアクセスを制限し、このようなプライベートセル又はプライベートネットワー
クの具体例は、フェムトセル（femto cell）及びホーム無線アクセスポイントを含む。こ
のようなプライベートセル又はプライベートネットワークは、従来の無線ネットワークと
は異なる特徴を有する。したがって、プライベートセル及びネットワーク、例えば、住居
エリア、オフィスエリア及び構内セル又はネットワークでは、マイクロセルネットワーク
で使用されている、１つのセルから他のセルへのハンドオーバをサポートする技術は、マ
クロセルネットワークとプライベートネットワークとの間のハンドオーバを処理するには
、非効率である場合がある。
【００１２】
　例えば、マクロセルネットワークとプライベートネットワークとの間のハンドオーバを
サポートするのに適合しない従来の幾つかのハンドオーバメカニズムの１つの特徴として
、カバレッジエリア内の全てのユーザに対して包括的に適用可能であると考えられる隣接
リストを使用する点がある。詳しくは、潜在的に多数の下位のセルが存在する場合があり
、上位のマクロセルに適用可能な隣接リストは、大きくなることがあり、移動局を補助し
て潜在的ターゲットセルを決定させるために、この大きな隣接リストをブロードキャスト
することは、電波の容量（over-the-air capacity）を著しく消費することがある。ここ
で、下位のセルは、ユーザの小さい下位集合のみを許可し、他のユーザによるアクセスを
禁止することがあり、包括的な隣接リスト内にこのような全てのセルを含ませ、広告する
と、適用不能なエントリまでもが受信され、処理されるため、及び移動局（ＭＳ）は、ど
の隣接セルがハンドオーバに適用可能であるかを判定するメカニズムを有していないため
、全てのＭＳによってハンドオーバのためのターゲットを判定することが非効率になる。
【００１３】
　他の具体例として、様々なマクロセルモバイルネットワークは、自律的ＭＳスキャン（
autonomous MS scanning）を用いてハンドオーバのために最も有望な候補セルを判定する
。リスト内のセルは、ユーザの小さい下位集合のみを許可し、他のユーザによるアクセス
を禁止するので、下位集合のメンバシップ及びセルのアクセス可能性に関する情報がＭＳ
に提供されない場合、ＭＳがアクセスに成功することができない潜在的ハンドオーバター
ゲットセルを評価し、提案することをＭＳに強制してもよい。
【００１４】
　この明細書では、マクロセルネットワークとプライベートネットワークとの間の効率的
なハンドオーバを提供する技術及びネットワーク設計の具体例及び実現例を開示する。包
括的に言えば、ここに説明するプライベートセル／ネットワークとマクロセルネットワー
クとの間の総合的なシステムインタラクションは、プライベートセル／ネットワークと、
ピコセルネットワーク又はマイクロセルネットワークとの間にも適用される。したがって
、この説明におけるマクロセルに関する記述は、ピコセル及びマイクロセルにも適用され
る。
【００１５】
　図１は、無線ネットワーク展開シナリオにおける階層的セルの具体例を示している。サ
ービスカバレッジ領域内には、全ての加入ユーザ（subscribed user）によるアクセスの
ために複数のマクロセルが設けられている。また、全ての加入ユーザによってアクセス可
能なマイクロセル及びピコセルも示している。図１のプライベートセル及びネットワーク
は、マクロセル、マイクロセル及びピコセルとは異なり、マクロセルラネットワークの加
入ユーザの下位集合だけがアクセスできるという意味で、プライベートであると言える。
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アクセスが制限されているため、プライベートセル及びネットワークへのアクセスをどの
ユーザに許可するかの制御は、マクロセルラネットワークへのアクセスのための加入（su
bscription）とは別に管理される。一具体例では、例えば、下位のセル又はネットワーク
におけるアクセス制御は、アクセス制御リスト（Access Control List：ＡＣＬ）を用い
て、認識可能な識別子、例えば、デバイスによって送信されたプロトコルメッセージ内の
ＭＡＣアドレスに基づいて、セル又はネットワークにアクセスするためのユーザデバイス
の権利を判定することによって行うことができる。他の具体例では、アクセス制御は、デ
バイス及びユーザの両方の完全な認証及び認可であってもよい。
【００１６】
　本明細書における具体例では、下位のプライベートセル又はネットワークと、マクロセ
ルラネットワークとの間の管理上の関係は、以下の特徴を含むと仮定する。第１に、下位
のプライベートセル又はネットワークにアクセスするユーザは、プライベートセル又はネ
ットワークからサービスが提供できない場合（すなわち、下位のセル又はネットワークの
カバレッジエリアの外に出た場合）、無線アクセスのためにマクロセルラネットワークに
参加するというビジネス的な契約を結んでいる。このタイプの関係の一具体例として、下
位のプライベートセル又はネットワーク及びマクロセルラネットワークは、同じ企業体（
business entity）が運営していてもよい。第２に、下位のプライベートセル又はネット
ワークの管理者（administrative entity）と、マクロセルラネットワークのオペレータ
との間には、信頼関係があり、下位のプライベートセル又はネットワークへのアクセスが
承認されたユーザの追加は、全て、マクロセルラネットワークの管理用のシステムに通知
され、ユーザは、識別子によって識別され、この識別子は、マクロセルラネットワークに
よって、認証されたユーザ及びデバイスに関連付けることができる。第３に、マクロセル
ラネットワークは、下位のプライベートセル及びネットワークの地理的位置及びカバレッ
ジエリアに関する知識を有する。マクロセルラネットワークは、この知識を用いて、プラ
イベートセルの位置又はプライベートネットワークの１つ以上の境界セル（border cell
）の位置を、マクロセルセルラネットワークのマクロセルのカバレッジエリアにマッピン
グすることができる。
【００１７】
　このハンドオーバ技術を用いて、潜在的ハンドオーバターゲットのための隣接リスト及
び自律的ＭＳスキャンの既存のメカニズムを、他のメカニズムによって拡張し、補足する
ことができ、マクロセルセルラネットワーク内の上位の個々のマクロセルによってＭＳが
サービングされている間、潜在的ハンドオーバとして、プライベートセル又はネットワー
クの効率的で、効果的で、高速な判定を提供することができる。マクロセル内では、他の
隣接するマクロセルについての隣接リストが保守されるが、このプライベートネットワー
クとマクロセルネットワークとの間の境界セルであると考えられる下位のプライベートセ
ル又はプライベート無線ネットワークの１つ以上のセルについては、隣接リストエントリ
は、全く加えられない。なお、サービングされている各ＭＳについての関連する動作的情
報は、サービング中のマクロセルにおいて保守され、プライベートセル又はネットワーク
の潜在的ハンドオーバターゲットとしての下位のセルの効率的で、効果的で、高速な判定
が実現される。
【００１８】
　上述したサービング中のマクロセルにおいて保守される各移動局のための関連する動作
的情報は、ＭＳのユーザがアクセスの許可を有するマクロセルのカバレッジエリア内の下
位のプライベートセルの識別情報を含む。この情報によって、マクロセルは、ネットワー
クが開始したスキャンを用いて、ＭＳがアクセスの許可を有する識別された下位のプライ
ベートセルに関する測定値を取り、報告することをＭＳに指示することができる。これら
の測定値の報告に基づいて、マクロセルは、ハンドオーバポリシに基づいて、許可された
下位のプライベートセルへのハンドオーバを実行することをＭＳにいつ指示するかを判定
できる。このようなポリシの一具体例は、評価されたサービスが下位のセル内で許容でき
ると考えられる限り、許可された下位のプライベートセルへのハンドオーバを常に強制す
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ることである。他のポリシとして、上述したポリシを基本ポリシとして用いると共に、Ｍ
Ｓの速度が、一例として、時速１０マイル等、ある限界を超えている場合の例外を設ける
ことによってこれを修正してもよい。多くのポリシの変形例が存在し、これらは、この判
定フレームワークに適合させることができる。ＭＳは、例えば、ユーザによる手動の指示
等の技術又は他の手段によって定義される既存のメカニズムに基づいて動作させてもよく
、ＭＳは、許可された下位のプライベートセルへのハンドオーバを開始してもよい。マク
ロセルネットワークは、上述した動作的情報を利用して、ＭＳによる適切なハンドオフタ
ーゲットプライベートセルの判定をサポートすることができる。例えば、ユーザは、キー
を押下し、又は他の手法によってＭＳデバイスのコマンドを実行して、マクロセルからプ
ライベートセルへのハンドオーバを強制してもよい。他の具体例では、ＭＳは、あるハン
ドオーバ決定閾値（handover decision threshold）に達したことを検出し、この場合に
、潜在的ターゲットプライベートセルへのハンドオーバを開始する。
【００１９】
　一具体例では、ハンドオーバメカニズムは、以下の側面を含むように実現できる。第１
に、マクロセルラネットワークは、下位のプライベートセル又はネットワークへのアクセ
スがユーザＭＳに承認されていることに関する情報を学習及び取得し、この情報を将来の
使用のために保守し、必要に応じて、マクロセルネットワークの内部の一部に、即座の使
用のために、このような情報を配信するように構成されている。第２に、マクロセルによ
ってサービングされている各ユーザＭＳについて、適用可能な下位のプライベートセルを
判定するためのメカニズムを設ける。第３に、潜在的ハンドオーバターゲットの評価のた
めに、ユーザＭＳに適用可能な下位のプライベートセルの測定値を、隣接リストにこのよ
うなセルを含む必要なく、取得するメカニズムを設ける。
【００２０】
　ここで、プライベートセルメンバシップに関するマクロセルの知識を取得するための具
体例を説明する。デフォルトでは、下位のプライベートセル／ネットワークは、如何なる
一般ユーザにもネットワークへのアクセスを許可しておらず、新たなユーザ及びデバイス
にアクセス権を与える機能は、プライベートセル／ネットワークがローカルに有している
と仮定する。このような機能を実現するための具体例として、認証されたユーザに関連す
る無線通信デバイスのＭＡＣアドレス又は他の種類の一意的識別子が入力されたアクセス
制御リスト（ＡＣＬ）を提供してもよい。このような機能を実現するための他の具体例と
して、無線技術によってサポートされている安全な認証及び認可プロトコルと互換性があ
る、認証された各ユーザに関連する安全なプライベート情報を、管理、認証及び認可（Ad
ministration, Authentication and Authorization：ＡＡＡ）データベースに入力しても
よい。
【００２１】
　下位のプライベートセル／ネットワークの管理者と、マクロセルラネットワークとの間
に存在する信頼関係の下で、アクセス権の付与によってプライベートセル／ネットワーク
へのアクセスが新たなユーザに許可される都度、プライベートセル／ネットワークは、マ
クロセルラネットワークにこの情報を提供し、この情報は、特定のプライベートセル／ネ
ットワーク（合意されたセル又はネットワーク識別子によって特定される。）へのアクセ
スの承認を、合意されたユーザ識別子（ユーザに関連するデバイスの識別子であってもよ
い。）によって特定される特定のユーザに関連付ける。この情報の交換は、様々な手段を
介して行うことができる。例えば、この交換は、人と人との通信によって行ってもよい。
他の具体例として、この交換は、プライベートセル／ネットワークとマクロセルラネット
ワークとの間のシグナリングプロトコルを介して自律的に行ってもよい。
【００２２】
　実際の動作では、マクロセルラネットワークは、現在、特定のプライベートセル／ネッ
トワークへのアクセスが承認されているユーザのリストを最新に更新し続ける。この情報
及びマクロセルラネットワークが有している特定の下位のプライベートセル又はプライベ
ートネットワークの地理的位置及びカバレッジエリアに関する知識を用いて、マクロセル
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ラネットワークは、ユーザを、特定のプライベートセル又はプライベートネットワークの
境界セル、及びマクロセルラネットワークからプライベートセル／ネットワークへのハン
ドオーバに関係する可能性があるそのネットワーク内の特定のマクロセルに関連付けるよ
うに動作できる。
【００２３】
　プライベートセル／ネットワークへのアクセスが承認されたユーザのリストの変化に応
じて、マクロセルネットワークは、プライベートセル又はネットワークへのアクセスが新
たに承認されたユーザのための１つのエントリを、このユーザに関連するマクロセルラネ
ットワークの動作上のデータに含ませるように動作させることができ、このエントリは、
プライベートセル又はプライベートネットワーク内の１つ以上の境界セルのそれぞれのセ
ルＩＤ、及び存在すれば、ユーザがプライベートセルへのハンドオーバを実行できる、又
はユーザがプライベートセルからのハンドオーバを実行できるマクロセルのマクロセルＩ
Ｄ（Macro Cell ID）を含んでいる。プライベートセル又はプライベートネットワークと
のハンドオーバに適するマクロセルがない場合、マクロセルＩＤのためのエントリをゼロ
に設定して、マクロセルラネットワークからこの特定のプライベートセルへの移動サービ
スを提供できないことを示してもよい。この場合、半固定サービス（nomadic service）
をユーザに提供してもよい。
【００２４】
　このような新たなプライベートセルエントリは、全て、ユーザのマクロ－セルラ加入者
動作情報（macro-cellular subscriber operational information）に組み入れられる。
一具体例では、この情報は、加入者プロファイル情報の一部として保守し、ホームＡＡＡ
（Ｈ－ＡＡＡ）機能に保存してもよく、これに基づいて、ユーザがサービスへの認証に成
功する都度、（ユーザに関連する他の必要な構成及び動作情報と共に）プライベートセル
ＩＤ情報の全体集合が有効になる。ユーザがマクロセルラネットワーク内で既にアクティ
ブであり、ユーザに現在サービングしているマクロセルが、プライベートセルへのハンド
オーバを実行できるセルの１つである場合、新たなプライベートセルＩＤが、サービング
中のマクロセルに供給され、ユーザのための潜在的プライベートセルハンドオーバターゲ
ットとして追加される。また、この情報は、ターゲットがマクロセルである場合、ターゲ
ットに転送されるハンドオーバコンテキスト情報（handover context information）に追
加してもよい。
【００２５】
　ユーザがマクロセルによってサービングされているとき、ユーザについて適用可能なプ
ライベートセル情報を得るために、様々なメカニズムをマクロセルに設けることができる
。このようなメカニズムの一具体例においては、マクロセルは、ネットワーク内のより集
中化された位置／機能（centralized location/function）に、ユーザのため何らかのこ
のような情報について、問い合わせ（query）を行う。このより集中化された位置／機能
は、Ｈ－ＡＡＡ自体であってもよく、現在サービング中のアクセスネットワークにおける
プライベートセルのローカルエージェントが適切なユーザのためにハンドオフ動作をサポ
ートする情報を提供することができるプライベートセルゲートウェイであってもよい。
【００２６】
　このようなメカニズムの他の具体例として、ユーザがハンドオーバによってマクロセル
に入ると、前にサービングしていたマクロセルから、プライベートセルＩＤの全体集合及
びこれらに関連するマクロセルに関する情報を、ハンドオフコンテキスト情報の一部とし
てマクロセルに渡してもよい。マクロセルが受け取ったこのデータから、マクロセルは、
ユーザがアクセス権を有するマクロセルのカバレッジエリア内でユーザが何らかのプライ
ベートセルを有しているかを判定できる。Ｈ－ＡＡＡ又はプライベートセルゲートウェイ
は、アクセスネットワークにおけるプライベートセルのローカルエージェントにアクセス
権情報をプッシュするように動作させることができる。この動作を用いて、現在サービン
グ中のアクセスネットワークにおいてユーザがアクティブである間、プライベートセル／
ネットワークがプライベートセル／ネットワークにアクセスする新たなユーザを追加し又
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は削除した際に、ハンドオフコンテキストを確実に最新に保つことができる。この結果、
対応するユーザのハンドオフコンテキストは、プライベートセルへのアクセス権によって
更新される。
【００２７】
　上述したプライベートセル又はプライベートネットワークに関して更新された情報に基
づいて、上述したマクロセルからプライベートセルへのハンドオーバのためのプライベー
トセルマッピングにおいて特定されているプライベートセル又はネットワークからハンド
オーバターゲットを選択できる。本明細書に開示する情報の取得、処理及び伝達のプロセ
スに基づいて、マクロセルは、現在マクロセルによってサービングされているユーザが、
マクロセルがハンドオーバをサポートできる１つ以上のプライベートセルにアクセスする
ことを許可されていることを知ることができる。マクロセルとユーザのＭＳとの間の手続
きの具体例では、広告された隣接セルリストによるサポートの必要なく、これらのプライ
ベートセルを潜在的ハンドオーバターゲットとして認めることができる。
【００２８】
　図２は、この手続きにおける動作のフローを示している。
【００２９】
　１．ユーザＭＳが、マクロセルを介してアクセスネットワークから無線サービスを開始
する。これは、（１）他のマクロセル又は下位のプライベートセルからのハンドオーバ、
（２）ＭＳアイドル状態からネットワークへの再エントリ又は再起動、又は（３）完全な
エントリアクティブ化からＭＳにおけるネットワークへの最初のアクセスの試み又は（例
えば、ＭＳの電源がオフにされたことによって）ＭＳが以前に非アクティブ化された後の
再起動を含む多くの手法で行うことができる。
【００３０】
　２．ネットワークエントリ又はリエントリ手続きの完了に応じて、マクロセルは、マク
ロセルがハンドオーバをサポートできる全てのプライベートセルへのユーザのアクセス権
に関するハンドオフコンテキスト情報を取得する。この情報を取得するための手法は幾つ
かあり、特定の具体例では、システム性能、コスト及び複雑性の検討に基づいて、これら
の手法の１つ以上を使用することを選択する。
【００３１】
　３．ユーザのためのＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｃａｎ＿Ｌｉｓｔが空でない場合、
マクロセルは、無線技術によって提供されるネットワークが開始したターゲットセルスキ
ャン手続きを用いて、リスト内の各プライベートセルについての測定値の初期セットをＭ
Ｓに報告させる。これらの測定値は、あるプライベートセルが他のプライベートセルより
もハンドオーバターゲットとして有望であるという相対尤度の評価を支援する。これらの
測定値は、例えば、ＲＳＳＩ（受信信号強度指標：Received Signal Strength Indicatio
n）及びＣＩＮＲ（搬送波対干渉雑音比：Carrier to Interference and Noise Ratio）を
含むことできる。
【００３２】
　これに代えて、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｃａｎ＿Ｌｉｓｔを用いて、一組のプラ
イベート隣接セル情報を構築して、ＭＳにインストールしてもよい。１つ以上のプライベ
ートセル／ネットワークへのアクセス権を有する各ＭＳは、自らのプライベート隣接セル
情報の組を有することができ、すなわち、包括的なマクロセル隣接リストとは異なり、こ
の情報は、他のＭＳは入手できない。このプライベートセル隣接リストの各エントリに含
まれる情報は、包括的なマクロセル隣接リストの情報と同様であってもよく、ＭＳがスキ
ャンを実行するための情報（搬送波周波数及び基本セル識別等）、ターゲットハンドオー
バ選択のための情報（信号品質閾値等）、及び高速なハンドオーバをサポートするための
情報（限界の物理的及びＭＡＣレイヤ通信パラメータ等）を含む十分な情報を提供する。
移動局がリスト上のプライベートセルのスキャンを開始した後に、移動局は、異なるプラ
イベートセルに関する信号品質の測定値を処理し、ハンドオーバのためのターゲットプラ
イベートセルのための１つ以上の候補を選択することができる。次に、移動局は、１つ以
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上の選択された候補をマクロセルの基地局に通信し、マクロセルは、この情報を評価して
、ハンドオーバのためのターゲットプライベートセルの最終的な選択を行うことができる
。
【００３３】
　更に、プライベートセル隣接情報は、セルハンドオーバ／選択ポリシ情報、例えば、他
のプライベートセルに対する又はマクロセルに対するプライベートセルの選択の優先度を
含むことができる。ＭＳは、このプライベートセル隣接情報を用いて、ＭＳが、通常、マ
クロセルからブロードキャスト情報として受信する汎用のマクロセル隣接情報を補強する
。ＭＳがアクセス権を有する全てのプライベートセルのための情報が提供される場合、プ
ライベートセル隣接情報は、ＭＳに静的又は準静的に供給してもよく、この場合、ＭＳが
プライベートセルへのアクセス権を獲得又は喪失した場合、又は何らかのプライベートセ
ル隣接情報が変化した場合にのみ、情報を変更してもよい。
【００３４】
　また、プライベートセル隣接情報の下位集合、例えば、１つ以上のマクロセルのグルー
プのカバレッジエリア内にあるプライベートセル隣接情報が随時ＭＳに提供され、これが
Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅｓが定義されているシナリオに対
応している場合、プライベートセル隣接情報は、動的に保守してもよい。このような動的
な更新は、ＭＳが、ネットワークへのエントリ又はリエントリを介して、又は特定のマク
ロセルへのハンドオーバを介して、特定のマクロセルからサービスを取得したとき、マク
ロセルからＭＳへのシグナリングを介して行うことができ、このようなシグナリングは、
ＭＳがプライベートセル隣接情報の適切な組を未だ有していない場合にのみ必要であり、
このような組が適切であるかは、コード（例えば、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐ
ｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤ）によって判定できる。プライベートセル隣接情報がＭＳにイン
ストールされると、ＭＳは、マクロセルによる明示的な指示なしで、隣接するプライベー
トセルのスキャンを進めてもよく、マクロセルにスキャンの測定結果を報告してもよく、
又は隣接情報内の特定の構成に基づいて、ハンドオーバ候補をマクロセルに提案してもよ
く、これは、包括的なマクロセル隣接リストに基づく動作と同様の動作である。
【００３５】
　４．ＭＳは、ユーザのためにアクティブな通信をサポートするためにビジーでなければ
、要求された測定を実行する。少なくとも一回、要求された全ての測定が完了した場合、
又は要求された中間結果が使用可能になった場合、このような測定値が、マクロセルに報
告される。
【００３６】
　５．マクロセルが測定結果を処理し、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｃａｎ＿Ｌｉｓｔ
内の各プライベートセルについて、潜在的ハンドオーバターゲットとしての相対尤度が明
瞭な場合、これに基づいて、スキャン要求を判定する。これが明瞭でない場合、スキャン
設定は、全てのプライベートセルについて同じに設定される。
【００３７】
　６．リスト上のプライベートセル及びネットワークとの無線リンクの妥当性及び安定性
の確証を獲得するために十分な測定値を集めた後に、及びＭＳが、過度のハンドオーバピ
ンポンを防止するために有効にされることがあるハンドオーバ延期期間（handover holdo
ff period）にない場合、マクロセルは、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｃａｎ＿Ｌｉｓ
ｔ内の全てのプライベートセルについて結果を評価し、ターゲットの何れかが、構成設定
されているハンドオーバターゲット選択基準を満たしているか、例えば、ＲＳＳＩがＲＳ
ＳＩ＿Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄを超えているか、及びＣＩＮＲがＣＩＮＲ＿Ｔｈｒｅｓｈｏｌ
ｄを超えているかを判定する。ＭＳがハンドオーバ延期期間にある場合、第１の評価は、
このハンドオーバ延期期間の経過後に行われる。
【００３８】
　７．１つ以上のプライベートセルがそれぞれのターゲット選択基準を満たしている場合
、最良のサービスを提供するプライベートセルをハンドオーバ候補として選択でき、これ
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は、最高のＣＩＮＲが測定されたプライベートセルであってもよい。また、ハンドオーバ
ターゲット選択は、ポリシベースの基準によって調整することもでき、例えば、ホームプ
ライベートセルとして指定されているプライベートセルがこの指定のないプライベートセ
ルに対して、選択において優先されるようにしてもよい。
【００３９】
　８．次に、無線技術によって定義されているネットワークが開始したハンドオーバに基
づいて、サービング中のマクロセルから選択されたハンドオーバターゲットプライベート
セルへのハンドオーバを実行できる。
【００４０】
　マクロセルからプライベートセル又はネットワークへのＭＳのハンドオーバのための上
述したハンドオーバ処理は、ベースのネットワークが開始するハンドオーバ処理である。
これに代えて、ＭＳが手続き及び上述のようにして収集された情報を利用して、ターゲッ
トプライベートセルへのＭＳが開始するハンドオーバ手続きを実行してもよい。
【００４１】
　ハンドオーバ処理のための上述の具体例では、サービング中のマクロセルは、様々な技
術を介して、プライベートセル及びネットワークにアクセスするためのユーザアクセス権
に関するハンドオフコンテキスト情報を取得できる。以下では、幾つかの具体例について
説明する。
【００４２】
　ハンドオーバの完了の結果、ユーザＭＳが、サービング中のマクロセルにおいてサービ
スを開始する具体例では、前にサービングしていたマクロセルから、現在サービング中の
マクロセルに、ＭＳのハンドオーバコンテキスト情報（Handover Context information）
の一部として、マクロセルのマッピングの全体集合を転送することができる。この情報は
、現在のサービング中のＢＳに隣接し、ＭＳがハンドオーバできる新たなターゲットプラ
イベートセルの基地局へのアクセス権を対応するＭＳのユーザが有する各プライベートセ
ルへのＭＳのハンドオーバ判定をサポートできる。現在サービング中のマクロセルは、プ
ライベートセルをマクロセルにマッピングする情報（プライベートセル－マクロセルマッ
ピング情報）のリストを処理し、これらのプライベートセルのうちのどのプライベートセ
ルが、現在サービング中のマクロセルに隣接するか、及び存在すれば、ユーザ及びＭＳが
潜在的にハンドオーバを実行できるかを判定する。更に、ＭＳがアクセス権を有する潜在
的プライベートセルのリストに優先順位をつけて、ネットワークが開始するスキャン及び
／又はネットワークが開始するハンドオーバ判定を最適化してもよい。適切なプライベー
トセル又はネットワークが１つもなければ、このプライベートセル固有のハンドオーバタ
ーゲット選択手続きの残りの部分は、無効になる（すなわち、この手続きは終了される）
。１つ以上の適切なターゲットプライベートセル又はネットワークが存在している場合、
これらのプライベートセルの識別情報が、可能なプライベートセルハンドオーバターゲッ
トとして、新たなリストＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｃａｎ＿Ｌｉｓｔに挿入される。
これらのプライベートセルに優先順位がつけられている場合、このリストは、割り当てら
れた優先順位に基づいて組織化される。
【００４３】
　上述の手続きに関連するプライベートセルエントリが多すぎると考えられる場合（すな
わち、多くのプライベートセルへのアクセスがユーザに承認されている場合）、これらの
全てのプライベートセルについての情報を含ませると、ＭＳのハンドオーバコンテキスト
が過剰に大きくなることがあり、この場合、マクロセルをＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓ
ｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤによって特定されるＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐ
ｏｒｔ＿Ｚｏｎｅｓと呼ばれる下位集合に組織化できる。各マクロセルは、所定のユーザ
のために特定のＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅに割り当てられ、
したがって、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤに関連付けら
れている。マクロセルラネットワーク内の何れかの場所において、ユーザ及びＭＳについ
て、プライベートセル－マクロセルマッピング情報の全体集合に何らかの前処理が施され
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ており、この大きな全体集合は、所定のユーザについて、全てのマクロセルを、マクロセ
ルラネットワーク内の妥当なＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅｓに
区分することに基づいて、妥当な数のより小さいサイズの下位集合に分割されている。マ
ッピングデータのこれらの下位集合は、マクロセルラネットワークのある場所にキャッシ
ュされ、個々のマクロセルは、特定のＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏ
ｎｅに属する下位集合について問い合わせることができる。
【００４４】
　ハンドオーバの間の動作では、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ
＿ＩＤが、割り当てられていれば、ハンドオーバ準備手続きの間に、潜在的ターゲットセ
ルによって現在サービング中のマクロセルに供給される。ハンドオーバターゲットが、同
じＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤを割り当てられているこ
とによって、同じＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅに属すると判定
された場合、現在サービング中のマクロセルは、プライベートセル－マクロセルマッピン
グ情報の下位集合を有し、ＭＳのハンドオーバコンテキスト情報の一部として、これをタ
ーゲットマクロセルに渡し、以上の動作によって、手続きを完了できる。ハンドオーバタ
ーゲットが、異なるＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤを割り
当てられていることによって、同じＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎ
ｅに属していないと判定された場合、現在サービング中のマクロセルは、プライベートセ
ル－マクロセルマッピング情報を有しておらず、したがって、ハンドオーバの完了に応じ
て、手続きは、後述するように、継続される。
【００４５】
　マクロセルがプライベートセル－マクロセルマッピング情報を有していない場合、ユー
ザＭＳがネットワークエントリ又はリエントリを完了した後に、マクロセルは、マクロセ
ルネットワーク内の何らかのより集中化された位置／機能からのマッピング情報の取得に
進む。このタイプのシナリオでは、手続きは、様々な手法で進められる。以下に２つの例
を説明する。
【００４６】
　手続きの実現例が、より集中化された位置／機能からプライベートセル－マクロセルマ
ッピング情報を読み出すことをマクロセルに要求する第１の具体例では、ハンドオーバの
完了の時点でも、このマッピング情報がハンドオーバコンテキスト情報にまだ含まれてい
ないことを意味し、以下の２つの代替的な手続き又は他の手続きを適用することができる
。
【００４７】
　第１の手続きでは、ユーザがアクセス権を有し、マクロセルがハンドオーバをサポート
できるプライベートセルのリストのみがマクロセルに供給されるように、より集中化され
た位置／機能において、ある処理が行われ、又は前処理が行われる。マクロセルからより
集中化された位置／機能への問い合わせ（クエリ）に対してマクロセルにプライベートセ
ルが提供されない場合、このプライベートセル固有のハンドオーバターゲット選択手続き
の残りの部分は、無効になる（すなわち、この手続きは終了される）。１つ以上のプライ
ベートセルが提供される場合、可能なプライベートセルハンドオーバターゲットとして、
これらのプライベートセルの識別情報が新たなリストＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｃａ
ｎ＿Ｌｉｓｔに挿入される。
【００４８】
　第２の手続きでは、ユーザのためのプライベートセル－マクロセルマッピング情報の全
体集合がマクロセルに渡され、マクロセル自体がこれを処理し、ユーザがアクセス権を有
し、マクロセルがハンドオーバをサポートできるプライベートセルの下位集合を使用のた
めに保有する。このマッピング情報の全体集合の処理は、上述したように実行できる。
【００４９】
　手続きの実現例が、ハンドオーバコンテキスト情報の一部としてプライベートセル－マ
クロセルマッピング情報を含ませることを意図する第２の例では、幾つかのメカニズムを
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提供できる。マクロセルにＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤ
が割り当てられていない一具体例においては、より集中化された位置／機能から、ユーザ
のためのプライベートセル－マクロセルマッピング情報の全体集合が取得され、（マクロ
セルにおいて、又はより集中化された位置／機能において）ＭＳのハンドオーバコンテキ
スト情報の一部として保有される。マクロセルにＰｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏ
ｒｔ＿Ｚｏｎｅ＿ＩＤが割り当てられている他の具体例では、より集中化された位置／機
能から、Ｐｒｉｖａｔｅ＿Ｃｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅ内のユーザのためのプラ
イベートセル－マクロセルマッピング情報の下位集合のみがマクロセルによって取得され
、（マクロセルにおいて、又はより集中化された位置／機能において）ＭＳのハンドオー
バコンテキスト情報の一部として保有される。
【００５０】
　プライベートセル又はネットワークによってサービングされているユーザＭＳは、マク
ロセル又はマクロセルセルラネットワークの他のセルにハンドオーバすることもできる。
このハンドオーバ処理の一部として、サービング中のプライベートセルに隣接しているマ
クロセルの情報が取得される。一具体例では、特定のプライベートセルがアクセスの許諾
によってユーザを最初に登録したとき、又は（例えば、付近のマクロセルラネットワーク
の何らかの無線カバレッジ再構成のために）潜在的マクロセルハンドオーバターゲット候
補が変化した場合に必要に応じて随時、この特定のプライベートセルからの潜在的ハンド
オーバターゲットであるマクロセルの集合を、マクロセルラネットワークによって、その
プライベートセルに供給できる。そして、プライベートセルは、この情報を用いて、ハン
ドオーバターゲット候補の隣接リストを構築し、これは、ハンドオーバターゲットとして
の適合性について隣接するセルを評価し、適切な条件が満たされた場合に、これらのマク
ロセルターゲットの１つにハンドオーバをトリガするために、従来的な手法で使用される
。
【００５１】
　上述した隣接リストに基づいて、ハンドオーバターゲット選択プロセスに続いて、ＭＳ
が実行するプロセス、例えば、ＭＳが開始するスキャンを実行し、ＭＳをハンドオーバす
るマクロセルを選択することができる。例えば、サービス品質が許容できる限りプライベ
ートセルへのサービスをバイアスするか、最良の品質のサービス条件を使用するかといっ
た何らかのポリシベースの振る舞いにハンドオーバを調整するように、ハンドオーバター
ゲット選択基準のパラメータの設定値が選択されている場合、ＭＳが開始するマクロセル
からマクロセルへのハンドオーバ手続きを使用してもよい。
【００５２】
　上述の具体例は、マクロセルネットワークとプライベートネットワークとの間のハンド
オーバを効率的に処理する多くの特徴を示している。これらの特徴は、マクロセルネット
ワークとプライベートセルネットワークとの間で正規ユーザのリストを共有して、マクロ
セルと対応する隣接セルとの間のマッピングを提供し、及びマクロセルと対応する隣接セ
ルとの間のマッピングの動的な更新をサポートすること、加入者情報に新たなプライベー
トセル－マクロセルマッピング情報を加えること、マクロセルにマッピング情報を提供し
、これを用いて、マクロセルに適用可能なユーザのためのプライベートセルを判定する方
法、ネットワークが開始したプライベートセルのスキャン及びプライベートセル－マクロ
セルマッピング情報を用いて、ハンドオーバターゲットとしての適合性を判定し、これに
より、広告される隣接セルリストにプライベートセルを加える必要性を排除すること、及
び測定値を処理し、ハンドオーバターゲット選択の一部として、何らかのポリシベースの
基準を適用することを含む。様々な実現例において、マッピング情報をマクロセルに提供
するために使用できる様々な技術には、マクロセルが、ユーザにとって有効で、マクロセ
ルに適用可能なプライベートセルのみを、より集中化された位置／機能に問い合わせるこ
と、全てのプライベートセル－マクロセルマッピング情報から、マクロセルに適用可能な
このリスト内のプライベートセルを抽出するようにマクロセルを動作させること、プライ
ベートセル－マクロセルマッピング情報の全体集合を、前にサービングしていたマクロセ
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ｅｌｌ＿Ｓｕｐｐｏｒｔ＿Ｚｏｎｅによって区分され、前にサービングしていたマクロセ
ルから、ハンドオーバコンテキスト情報の一部として転送されたプライベートセル－マク
ロセルマッピング情報の定義された下位集合を提供することを含む。
【００５３】
　プライベートセルとマクロセルとの間のハンドオーバのためのハンドオーバ技術は、異
なるマクロセル間のハンドオーバ処理と互換性があるように実現することができる。例え
ば、このハンドオーバ技術を実現する無線通信システムの一具体例は、加入移動局に無線
アクセスを提供する、基地局を有する複数のセルを含むセルラ無線ネットワークであって
、セルラ無線ネットワーク内のセルについての隣接するセルのリストを含むセルラ無線ネ
ットワークと、セルラ無線ネットワーク内の加入移動局の下位集合に無線アクセスを提供
する１つ以上のプライベートセルを含むプライベート無線ネットワークと、セルラ無線ネ
ットワーク内で移動局のためにサービング中のセルと、移動局がアクセスを承認されてい
るプライベート無線ネットワーク内の無線セルとの間のマッピング情報を取得するメカニ
ズムと、セルラ無線ネットワーク内のセルについての隣接するセルのリストに基づいて、
セルラ無線ネットワーク内のサービング中のセルから、セルラ無線ネットワークの他のセ
ルへのハンドオーバを実行する第１のハンドオーバメカニズムと、セルラ無線ネットワー
ク内のセルについての隣接するセルのリストに依存することなく、セルラ無線ネットワー
ク内のセルによってサービングされている移動局に承認されている１つ以上のプライベー
ト無線ネットワークへのアクセスに関する移動局内の情報に基づいて、セルラ無線ネット
ワーク内のサービング中のセルから、１つ以上のプライベート無線ネットワーク内のセル
へのハンドオーバを実行する第２のハンドオーバメカニズムとを備える。
【００５４】
　本明細書は、多くの詳細事項を含んでいるが、これらの詳細事項は、任意の発明の範囲
又は特許請求の範囲を限定するものとは解釈されず、特定の実施の形態の特定の特徴の記
述として解釈される。本明細書おいて、別個の実施の形態の文脈で開示した幾つかの特徴
を組み合わせて、単一の実施の形態として実現してもよい。逆に、単一の実施の形態の文
脈で開示した様々な特徴は、複数の実施の形態に別個に具現化してもよく、適切な如何な
る部分的組合せとして具現化してもよい。更に、以上では、幾つかの特徴を、ある組合せ
で機能するものと説明しているが、初期的には、そのように特許請求している場合であっ
ても、特許請求された組合せからの１つ以上の特徴は、幾つかの場合、組合せから除外で
き、特許請求された組合せは、部分的組合せ又は部分的な組合せの変形に変更してもよい
。同様に、図面では、動作を特定の順序で示しているが、このような動作は、所望の結果
を達成するために、図示した特定の順序又は順次的な順序で行う必要はなく、また、図示
した全ての動作を行う必要もない。
【００５５】
　幾つかの具体例のみを開示した。本出願において説明し例示したことから、変形例、拡
張例及び他の具体例を想到できることは明らかである。
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